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就労継続支援A型事業所におけるスコア轟く実績Ⅰ～Ⅳ）

前年度（　　元年度〉

社用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

雇用契約を締結していた延
べ利用者数

利用者の1日の平
均労働時間数

（旺）生生活触

会計期間（4月～3月）

前々年産（元年度）

（Ⅱ）多繍な嶋き方

冒lの各項眉において　r撤彙欄副署で定めておも

②利用者を■■として章用する制度

前年度（2年度）における実績（全体養r（皿）多様な

①免許・升櫓取得、♯定の受検勧奨に関する制度

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 � 
に関する制度を活用した人数 �0名 

※取得を進めた免許等ニ � 

制度の活用内容： � 

⑥フレックスタイム制に係る労鴨条件
◎フレックスタイム制を活用した人数　　　　　2名 

※実施した期間：2月1日－3月31日 

就業時間（コアタイム）：10時00分～17時00分 

職務内容： 
紙加工製品の最終工程検品・袋詰め 
段ボール梱包作業 

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度
◎時間単位取得を活用した人数　　　　　　　　3名 

◎計画的付与制度を活用した人数　　　　11名 

※取得した制度l有給休暇の時間単位取得　　辺 

計画的付与制度　　　　　　J 

取得した期間：R2年4月1日～R3年3月31日 

取得日数・時間10日　42時間 

⑨短時間勤掛こ係る労●条件
◎短時間軌掛こ従事した人数 �0名 

※実施した期間：月　日～　月　日 � 

就業時間（短時間）：時分～　時分 � 

職務内容： � 

⑧傷病休暇等の取得に■する事項
◎傷病休暇等を取得した人数　　　　　　　2名 

※取得した内容：休職 

取得した期間：6月25日～8月31日 

就業時間 �9時30分～14時30分 

職務内容 � 

紙加工製品の検品・梱包作業 

．る】と；鷲網した：吐合に手招を聯覿）

③在宅勤務に係る労働集件及び服務規律

◎在宅勤務を行った人数　　　　　　　　　0名 

※実施した期間：　月　日～　月　日 

就業時間（在宅勤狩）：時　分～　時　分 

職務内容： 

⑥時差出勤馴鹿に係る労働条件

◎時差出勤制度を活用した人数　　　　　　0名 

※実施した期間：　月　日～　月　日 

就業時間（早出の場合） �時　分～　時　分 

就業時間（遅出の場合） �時　分～　時　分 

職務内容ニ 

（※）当抜制度等を活用した任意の1名の実緒を記載

（Ⅳ）　支撞力向上

の各環日の取鯛ありとlト旛食に事績を舵鮭〉

②研鯵、学会専又は学会誌等において免震

前年度（2年度）における実績（全怯靂r（Ⅳ）支橿

①研修計画に▲づいた外部研修会又は内部研■会

◎研修計画を策定している �E】 

◎研修実施回数　外部　0回／内部2回 � 

対象職員数 �4人 

4人 

※研修名　高次脳機能障害について � 

研修講師　管理者　村上義人 � 

実施日・受講者数　　1月　29日 �4人 

⑥販路拡大の商談会尊への●加

◎販路拡大の商談会等への参加回数 �回 

※商談会等名 � 

主催春名 � 

日時　　　　　　　　　　月　　　日 � 

内容 � 

◎前年度末日から過去3年以内に �� 

福祉サービス第三者評価を受けている ��［コ 

業評価を受けた日　　　　　月　　　日 �� 

第三者評価機関 �� 

（9■■の人事評価制度

◎取員の人手評価制度を整備している �［コ 

◎当該人事評価制度を周知している �コ 

人事評価制度の制定日　　　　年　　月 �日 

人事評価制度の対象取員数 �名 

うち昇給・昇格を行った者 �名 

当該人事評価制度の周知方法 � 

⑧国幹繍準化無精が定めた規格等の認証尊

◎ISOが制定したマネジメント � 

規格等の認証等を受けている �□ 

※認証を受けた日　　　　　月　　　日 � 

規格等の内容 � 

③複♯・実習の実施又は受け入れ
◎先進的事業者の視察・ �実習の実施している �［］ 

◎他の事業所の視零・集 � � 

※先進的事業者名 � � 

実施日／参加者数 �月　　　日 �人 

※他の事業所名 � � 

実施日／参加者数 �月　　　日 �人 

⑥ピアサポーターの配t
◎ピアサポーターを配置している　　　　　　　夏コ 

◎当該ピアサポーターは「障害者ヒbァ琳卜斗研修」 

を受講している8　　　　　　　　　　　　□ 

※配置期間　　月　日～　月　日 

就業時間 

職務内容 

（※）実績のうち1事例を記載

各項目に∴っいて適宜、実績がわかる情報を追加すること。


